
市
で
は
、
市
内
で
農
業
経
営
を
始
め
よ
う
と
す
る
人
や
農
業
経
営
を
開
始
し
て

間
も
な
い
農
業
者
に
対
し
、
給
付
金
等
の
交
付
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
市
と
国
両
方
の
支
援
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
農
政
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
経
済
環
境
部
　
農
政
課
（
伊
吹
庁
舎
）

1
５
８
ー
２
２
２
８
　
5
５
８
ー
１
７
１
９

農
業
を
始
め
た
い
人

応
援
し
ま
す
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新規就農者等支援費補助金（市事業）

1 給付金等の額
月額３万円（36か月を限度）

2 対象者
・市内に居住する18歳以上55歳未満の人
・農業で生計を維持するために農業経営を開始
しようとする個人または法人の代表者

・次のいずれかに該当する人
①新規就農志向者
農業の生産技術などの取得のために６か月以
上３年以内の期間で営農実習を受け、実習終
了後に市内で農業経営を開始しようとする人

②新規就農者
市内で農業経営の基盤を取得し、農業経営を
開始しようとする人

③独立就農者
農業の経営主のもとで３年以上従事し、市内
で独立して農業経営を開始しようとする人

3 要件等
・就農計画書を提出し、審査の結果、市から新
規就農者等の認定を受けることが必要

・補助対象は、就農に必要な経費
例）研修費、就農の準備経費、農地や農業用
施設・機械の取得費や賃借料、生産に係る経
費など

4 その他
就農後５年以上継続して農業経営を行うこ
とが必要です。就農後５年以内に廃止した場
合は、補助金を全額返還していただくことに
なります。
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青
年
就
農
給
付
金
を
活
用
し
て
@
番

で
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
を
営
む
川
瀬
陽
介
さ

ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

農
業
を
始
め
る
前
は
、
飲
食
店
で
調

理
を
し
て
い
た
と
い
う
川
瀬
さ
ん
。
店

を
通
じ
て
い
ろ
ん
な
農
家
と
出
会
い
、

野
菜
を
こ
だ
わ
っ
て
作
る
こ
と
で
、
こ

こ
ま
で
料
理
に
違
い
が
出
て
く
る
の
か

と
い
う
驚
き
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
自
分
も

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
変
わ

っ
て
き
た
そ
う
で
す
。「
そ
れ
に
、
い
い

も
の
を
作
る
人
た
ち
が
魅
力
的
だ
っ
た

と
い
う
の
も
農
業
を
始
め
た
い
と
思
っ

た
理
由
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と

川
瀬
さ
ん
。

農
業
法
人
で
３
年
働
き
、
独
立
を
考

え
た
時
に
、
県
の
農
産
普
及
課
の
紹
介

で
イ
チ
ゴ
栽
培
の
後
継
者
を
探
し
て
い

た
堀
江
さ
ん
と
出
会
い
、
後
を
引
き
継

い
だ
そ
う
で
す
。

農
業
は
、
子
ど
も
を
育
て
る
感
覚
に

近
い
と
い
う
川
瀬
さ
ん
。「
子
育
て
経
験

は
な
い
の
で
す
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う

に
育
て
た
苗
が
実
っ
た
時
の
喜
び
は
ひ

と
し
お
で
す
」
と
に
っ
こ
り
笑
顔
に
。

川
瀬
さ
ん
は
、
木
酢
液
な
ど
を
使
い

農
薬
を
減
ら
す
取
り
組
み
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。「
伊
吹
山
は
薬
草
の

宝
庫
と
言
わ
れ
、
昔
は
ヨ
モ
ギ
や
ド
ク

ダ
ミ
が
薬
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
い
う
、
人
間
の
生
活
に
身
近
に
あ

っ
た
も
の
で
農
作
物
を
作
っ
て
、
味
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
作
る
過
程
も
美
し
い
農

業
を
目
指
し
た
い
で
す
」
と
熱
い
想
い

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

○
農
業
技
術
や
経
営
指
導
に
つ
い
て

湖
北
農
業
農
村
振
興
事
務
所
　

農
産
普
及
課

1
６
５
ー
６
６
３
１

○
農
業
資
材
の
斡
旋
、
資
金
貸
付
等
に
つ
い
て

レ
ー
ク
伊
吹
農
業
協
同
組
合
　

営
農
企
画
課

1
６
３
ー
２
１
０
１

○
農
地
の
売
買
・
賃
借
に
つ
い
て
　

米
原
市
農
業
委
員
会
1
５
８
ー
２
２
２
６

○
農
業
施
策
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
等
に
つ
い
て

米
原
市
農
政
課

1
５
８
ー
２
２
２
８

▲苗の生育を確認する川瀬さん

青年就農給付金（国事業）

1 給付金等の額
・１人あたり年間150万円
（給付期間は最長５年間）
・夫婦で農業経営を開始する場合は、夫婦合わ
せて225万円(ただし、共同経営者である等
の要件があります）

2 対象者
次の要件にすべて該当する人
・独立・自営就農時の年齢が、45歳未満で農業
経営者となることに強い意欲があること。

・経営開始計画（農業経営開始５年後までに農
業で生計が成り立つ実現可能な計画）を作成
すること。

・「人・農地プラン」に中心となる経営体とし
て位置付けられていること（見込みも可）ま
たは農地中間管理機構から農地を借り受けて
いること。

・前年度の総所得（農業経営開始後の所得に限
る）が250万円未満であること。

3 要件等
次の要件をすべて満たすこと。
①農地の所有権または利用権を給付対象者が有
していること。

②主要な農業機械・施設を給付対象者が所有し
または借りていること。

③生産物や生産資材等を給付対象者の名義で出
荷・取引すること。

④給付対象者の農産物等の売上げや経費の支出
などの経常収支を給付対象者の名義の通帳お
よび帳簿で管理すること。

4 その他
生活保護、失業手当等、生活費を支給する
国の他の事業と重複受給できません。


